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小児科学講座 奥 里予 晃 正
小 児科 学 溝座 の 初1℃教r吉 岡 ・先生が'Flj舵 年3目 で退
官 した後 を うけ 、8月lH付 けで 就 任 致 しま した 、小 児
科 学1溝座 が闇 設 され た昭 和49年 か ら助 教 授 と して赴tr:し
て お り ま したの で 、 この 度 の教 授 就 任 は こ れ まで の仕 事
の継 承 と理 解 して い よす 、,私は昭 和34年 北 大医学 部 の 卒
粟 で 、本学 細 菌学 の 東教授 と同 期 生 で す。 卒後1.i北 大第
生 理 の伊 藤 真 次 先生 に ご指 導 いた だ き、 バ ソプ レ シン
と →iト シンの代 謝 効 果の研 究 を行 い ま した 。居 心地
が良 か一,たので セ ン トル イ ス留 学 中 も 含 めて5年 間 お 世
話 に な り ま した 、,Af一 第Rl・ 化学 の金沢 教 授 、 第 一生 理
の 黒島 教授 に は、 そ のH-}一 か らお付 き合 い頂 い て い ます 、,
そ の後 は小 児科 に転 向 し、北 大 小 児科 で山 田 尚達 先生 の
温 顔 の も とで 勉強 す る こ とが出 来 よ した、,最初 は新 生 児
の ド垂体 副 腎 皮 質 系の 機能 、先 天性 副腎 過 形成 の 血清 コ
レ ステ ロ ・一ル と尿17-KSの 関 係 な どを調 べ て い ま した 、,
や がて'/ジtイ ム ノア ッセ イ が出 来 る よ うに な り、 当
時 は あま り興 味 を侍 っ 人が い なか っ た成 長 障害 の 研 究 に
取 りか か りま した,、これ を契 機 に小 人症 の 患者 が 多数 集
ま り、後 の 臨 床研 究 に役7っ こ と にな り ま した。
旭 川医 大 に赴任 した 当時 は 、研究 室 と病 室 の設 計 か ら
始 ま りま した 、教 育 カ リ ギーLラム の編 成 、研究 室 の 機 器
と病 室の 設 備 の購 人 な どデ スク ワー クの 毎 日で した が 、
よ い経 験 で した 。放 射性 同位 元 素研 究 室 を創 設 す るた め
に 、放射 線 取 扱 主任 者の資 格 が必 要 とい われ 、真 夏の 暑
い 日 に東 京 まで 出 か けて 脂汗 と冷汗 を流 しなが ら試験 を
受 けた こ と を今 でも と き ど き思 い だ しま 歩。
研 究 は臨 床 に密 杵 した もの を と考 え、 ト垂体 機 能障 害
の病 態生 理 とlill期 の 内 分泌 環境 の 二つ をL題 に して い
ま 凱,附 属 病 院 が川 来 る まで は臨床 研 究 は無 理 と覚悟 し
て い まLた が、 ちLう ど成 艮 ホ ル モ ンが使 用 で きる よ う
に なt一 年 に 当た り、北k時 代 に集 めた 多数の ド乖体 性
小 人症 の患 者 を道 内 の 各医 療 機関 に依 頼 して成 長 ホ ルーE
ンの 治療 効 果を検 討1'る こ と に しま した,,こ れ が ド垂体
機 能 障害 の 研 究の 始 ま りで 毒-.,附属 病院 が完 成 した 後 も 、
前 龍ホ ルモ ンと その標 的 器官 の機 能 を年齢 を追 ・)て検 討
しCい る うちに 、 否応 な しに思 春期 の 内 分泌 に 丁・をっ け
る こと1、▼な りまLた,昭 和54年 か ら55年 に か けて 文部省
在 外研 究 目 と1.て 、 小 児内 分 泌学 の 発 祥 の地 ジ3一 ンズ
・ホ プキ ン スメ(学で 研究 す るこ と が出 来 よ した こ の と
き連 続採 血 ポ ンプ を使 用 して ホ1レモ ン分 泌 リ ズム を解析
ξ幽る こと を思 い.'rk,、 そび)後現 在 に至 る まzド 准 体 ホ ∫レ
モ ンの 分泌 リズム の面 か ら、 下垂 体 機能 障 害 と思 春 期 の
内 分2必 環 境 の 研 究 を続 け て い ま す 凸
仁玲究び)Fi占;よこ(ノ)f、ン:;、:し一ζ、 づ・リ巴手斗ドjノ㍉i簿1坐を打い■i尋ーるbl五1易力・
ら 、'トリ己臣ミ"診に つ い て び)考 え をi丞/くた い と思 い よ4㍉,加1月li
科fIで 小 児科 学 の 溝 義 の ・部 呑ゴ担 当 す る よ うに な ・)て以%K、
毎 年 最 初 のllf間 に 次 の よ う な話 を す る こ と に して い よ す、,
「子 ども は 大人 を小 さ く した もの で は ない」 とは小 児
科 の存 在意 義 を説 明 す る 名文旬 と して教科 書 に も載 って
い る が、 ど うも賛成 しかね る言 葉 で あ る、 成 人の 診療 を
行 って い る医 師 が 、小 児 を前 に して 白戒 す る言 葉 なら ば
納 得 で きる,,し か し、 大人 につ いて 十 分 な知識 の ない小
児科 医 は 、 「大人 を小 さ く した もので は ない」 とい わ れ
て も困 惑 す るば か りで は あ る、,動物学 の 教科Hに 「!Jた
ま じゃ く しは蛙 を小 さく した もの で は ない」 な ど と寿 い
て あれ ば 、冗 談 と受 け取 るだ けで ある、,それで は、 弄ど
も は何で あ る と 言え ば良 い の か.「r供 は 大 き く なって
大 人 に なる1の で あ る、 これ はr-rか ら大 人へ連 続的 に
変化 す る成 長 発達 の過 程 を考慮 した 言葉 で あ る。 大 きく
な って大 人 に なる とい うこと は 、時間 の経 過 と 共 に体 が
大 きく なる だ けC'な く 、体 型 が成 人型 に変化 し、知能 ・
精 神 も発 達 す るこ とを意味 して い る、 した が って 小 児科
医 の なすべ き こ とは 、 単 に小 児 を医療 行 為 の対 象 にす る
こ とで は な く、 各個 人の将 来 を念 頭 に置 きな が ら、成 艮
一;_の障害 に な る因rを 可能 な限 り取 り除 くことであろ)..
小 児医 学 を どの様 に 考 えるか につ いて は 、小 児科 医 の
間 で も 多少 の違 い が あ りま すが 、私 は 「ヒ トの成 長 発達1
を取 り扱 うの が小 児医 学 で あ る と 考えて 才∫ります.九 旦川
医#`F/:';1小 児科'ひ は共通 課 題 を 「成長 発達1と して 、/〉
後 の 診療 ・研究 活 動 を発達 さ せた い と願 ってお ります 、,
昌二畑凸・ ℃靱
第24回 日本小 児 内分 泌 学会 を開催
(平 成2年10月12,13日 、於:旭 川 市)
着任 にあた って
ネ桧 学助教授 松 岡 悦 子
こび)9月 よ り、徊三森 先生 のf変r石と して ・舟貨教育 ぴ)社会・
学 を担 当dる こ と にな りま した 、ど うぞ よろ し くお願 い
致 しま 凱、
私 は 大阪 で生 れ 、k阪 一:で文 化 人 類学 を専攻 した 後 、
夫の北 大就職 に伴 い 、札 幌 に移 ・,てま い りま した。 移 っ
た 最 初の 年 は 、北 海道 には 日 本の 四 季 が な く、 蔓 と冬 の
2っ しか ない と 、ず い 分物 足 りな く思 い ま した が、 今で
は北 海道 の 夏(と 冬で す ら)の 恩 恵 を 存分 に うけて い ま
す.1旭 川 に来 る まで の2年 間 、私 は家 族(夫1人 、f供
3人)と 共 に 、 ロ ン ドンと ミ.rン ヘ ンで1年 間 つ つ生 活
し、i」本の 国 や研 究 ス ダ イル を外 か ら見 る機 会 に恵 よれ
まLた1、 そこで 印 象 に残 った1つ の こ と は、 普遍 的 と さ
れて い る 自然科 学 が 、国 によ ・.・て その研 究 ス タ イルが違
い 、 また時 代 や政 治状 況 によ って 、研 究 内 容 が取 捨選 択
され でい るこ と 、い わ ば 臼然科 学 が 社 会 ・虻化 の産物 と
して存在 する こ とで した、 ま た 、夫 は神 経 生理 学 を研 究
して い ま 重が 、 その 夫 を通 して 見 る 各 国 の 研 究 者 た ち
(そ σ)食べ物 か ら レ ジャ ーの過 し方、家 庭 生活 の持 ち方
まで)と 、 その 研 究 者た ちが産 み 出 す 「科 学1と を、社
会学 や 人類 学の 視点 か ら と らえて み る こ と、っ ま りど の
よ うな人 々が どの よ うに して科 学 を作 って い るの かを 、
研 究 して み た い気持 ちにか られ まLた 、 これ は 今後 の課
題1こ した いと思 って い ます 、=,
さて 、私 の学 生口芋代 か らの研'究テ ーマ は医療 人類学C
す,、卒二論 の アーマ には 占い を選 び 、f1劉:論 虻に は1体 の
新 興宗 教 と修 験 道 での 病 気治 しを選 び ま した 、医 療 人 類
学 で は 、 さ まざ まの社 会(之 字 を持 た な い社 会 か ら先進
国 ま で}σ)病 気 や健 康 に ま'っわ る考 え や行 動 を扱 い ま す
が 、私 は ボ ・と医♂寮以 外C病 気 が治 る こ とに関 心 を持 っ
て き よ した1、人類学 や社 会学 は実 際の 現 地調 査で アーv
を 集め ます の で 、学 生 時 代 は色 ん な教 団 に通 一)て行 者 や
祈 祷 師 に会 い 、い ノしょ に修 行 を さ ぜ(も ら)た り しよ
した のC'、 年寄 りの信 者か ら は 「若 い うちか らfug?ぜ
て え らいね え、,そや け どお 父 さん や お母 さん は いて は る
の?1と 身 のhを 案 じられ た り も しま した 、,実際 に八 々
のlllに 入 一)て調 禽iをす るllf、女 性 で あ る 二と は有 利 な 二
と カご多く、 その ∫慧か ら も 人奨頁弓≒者 には女 性 力ご多くい ま す.
医 療 人類 学 や医 療 社 会学 とい う名前 は あ ま り知 られ て い
ないか もLれ よぜんが、区欠米で は=人気が高 く、 担 い手 となる
のは 、人 順学=・社 会学1中1身曹,医 師 、 肴,薄婦 な どです,人
気 があ る とは い え、医 学 の 毛流 か らみ れ ば も ち ろん周 辺
的 領域 で す のC'、 医 療 八類学 に関心 の あ る医師:よ 日本 で
3
は精 神科 や公 衆衛 牛の 方、 あ る い は非常 に.Lニ ー クで1固
性 的 で 、 かっ マ ー ジ ナ ル な位 置 に あ る人た ちの よ うr.す.
また 、政 策 担 当者 や外 交 にたず さわ る 八、海 外 医療 協 力
に従 事す る 八た ちも医 療 人類学 に は関心 を寄 せ'(い ま 一d、,
この マ ・ ジナ ルで あ る こ とは 、 八類 学 をや 一♪て い くLで
L#と て も 重要 なこ とで して 、(女 性 は 弓てトに社 会II勺にマ
ー ジtル な存 存 です)迄 系の社 会学 者や 人類学 者 とIIξ通 の
⊥ 俵 で医 学 につ いC語 り合 うため には 、マ ・ ジづ ルr境
界線r.に い るよ)な 医 師 のfffi:が イ・可決 に な ります1.私
個 人の印 象で す が 、 イギ リ スで も ドィッで も、医 療 八類
学 をや ってい る医 師 は とて も 人間rl勺魅 力の あ る 人た ち ぴ
したf列 えば 、 自 分の 医院 での 診 療場 面 を調 杏1女寸象 にL
て 論 文を書 い て い る 人 、慢 性 病 の 患 者 は初期 の 医 者一 患
者関係 に問 題 が あ ・)たの で は ない か と研 究 して いた 人、
また ニ ーi一ギニ ア や イン ドネシ ア で現 地 八の治 療 を見 た
り、現 地 の 病院 で 働 い て いた 人 な ど、非 常 に広 い視野 と
お も しろ い話題 を持 一・た 人た ちで した.そ して 私 自身 は
とい え;.#,こ の よ うな寛 大 な医 師 た ちのrか げで 、 イギ
リ スや ドでツ の病 院 で 医療 人類 学的 な調 在を さtt(も ら
えた わ け です=1
ず い 分医 療 人 類学 の紹 介 ばか り して き ま した が、私 と
1.よ1.て は、 是非 、医 師 や掌 生 の 方 々、 また製 薬 会社 そ
び)他、病 気 と健 康 に関 心 の あ るljた ちと 、研 究 会を持 ち
た い と思 ってい よ す 、医療 八類 学 は 、 や は り医 療 の現 場
との接 角虫があ っ て こ そ活 気 が川 、 よ り実 り 多い も」)にな
る と思 うか らで す、 最近 は私 も 、民間 治療 よ り1あ る 普
遍性1を 備 えた現lllxに 魅 ノ」を感 じる よ うに な って き
よ したの で 、関 心 の あ る ノ々 、是 非 御連 絡 ドさい お 侍
ち し て才∫り まd、
興 養 礎 .
§季 、・鮮=1「
・癬 絵 ・
フ ラ ンスの スキ ー場 に て
(末 っ子 は スキ ー場 の保 育園 で写 って い ませ ん。)
解剖学実習 を終 えて
第3学 年 金子 登
医学部 に行 くとい うと、多 くの人々が解剖 を連想す る
程 、医学部にとって解剖 は医学部の"顔"的 科 目である。
旭川医大 に人学 して、3年 口のこの実 習のときに、医学
をやるのだと実感する人も多いことだろ う。
解剖 実 習 を通 して、 自分 が感 じたことを思 い浮かぶ
ままに書いてみたいと思 う。
4月10日 、まだ肌寒 い春の午後 、緊張 した面持 ちで解
剖体の傍 に立 っていたの は私 だけでは なかっただろ う。
医者 になる為 とはいえ、かっては私達 と同様 に生 きてい
た人々の体 にメスを入れるのは、世の中の常識 とはかけ
離 れた行 為で あるとい う感が強 かった。その為か最初の
1～2週 間は、 なかなか実習 に集中す ることが出来なか
った。死 とは、人生 とは何 なのかなどとい うことに思い
が自然 に流 されていった。 しか しそのよ うな思いも度重
な る実習 に伴 う毎 日の予習 と定期的 に行 われ る試験 とい
う現実 に、次第 に影を潜あて しまった。
実習前 には、3ケ 月もかけてこのよ うな系統的 な解剖
を行 うのはこれが最初で最後の機 会であ るだ ろ うと思 っ
ていたか ら、 しっか りと頭 に刻みつけ見ておこうと心 に
繋縫購 鷺蠣ll鋼
と時間があれば、生理的、臨床的 な意義 も考えなが ら実
習を行 うことがで き、更 に効果的だったので はないかと
思 われた。 しかし、実習時間 は限 られているので、要領
よ く手際 よく行わなければならない ということも実習 を
通 して感 じた ことであった。
私事ではあるが、私 には献体 に登録 している祖母 がい
る。彼女が献体 することに抵抗 はないのかと誰 かに聞 か
れた時 きっぱりと医学の進歩 の為 に喜 んで献体するとの
話 を聞 き、医学 を学んでいる自分 よりも、ずっと医学の
発展 に寄 与 したいとい う情熱 を祖母が持 っていることを
知り頭の下 がる思 いで あった。 そ して同時 に、私達 の解
剖 の実習の為 に献体 して下 さった人 々も、私 の祖母のよ
うな気持 で献体 されたと思 うと、感謝 の念 を感 じずには
いられ なかった。
実習を終 えて再び、生 きることの意味 を考える上で 、
人生の最後 に献体 と して自 らの体 を差 し出 して下 さった
愛にも似 たその行 いは、自分 自身の生 きる上 にも非常 に
大 きな影響 を与 えて くれたと思 う。
この実習を通 して得 られたこと、感 じ、考え させ られ
たことを生 かすことが出来るよ うな医者 にな りたいと思
う。そしてそのよ うな気持 をいつ までも持 ち続 けたいと
思 う。
解剖学実習を終 えて
第3学 年 青木 直子
初 めて解剖実習室に入った とき、実習室にあふれる明
るい静けさと、日の光 り、そ して壁の白 さが目に焼 きつ
いて離れ なかった。あれからもう、半年以上 がたと うと
している。
解剖実習は実 に淡 々と静か に理路幣然 と行 われた。 こ
の世界をすでに ・歩離 れた方 々と、教 えを乞 う私たちと
の、死 と生がある親密 さをもって共存 している不思議 な
場 であった。今、私の手元 には26枚 のスケッチがある。
これらは、いわば私 と御遺体 との対話 の記録である。 ス
ケ ッチの一枚一枚 を見返 す度に、記憶の底からそのとき
の実習の内容が鮮やかによみが えって くる。
御遺体は無言で ある。 しか し私 たちは実習 を通 して声
なき声を聞 く。人聞 とい うものが、どのよ うなパーツか
ら成 り立 っているか、いかに精巧 に組み立て られている
か、実際 に自分の手 を通 して学んでい く。よ く、人間 を
「もの」 と思わなければ解剖はで きない とい うことを耳
にする。解剖実習 を続 けてい くうちに人間が 「もの」 に
見 えて くるとも聞 く。だが、実習を終 えた今 、そのよ う
なことはないと改めて思 う。 どんな小 さな骨片や組織 に
なろうともそれらはやは り、人間と しての尊厳 を決 して
失 ってはいなかった。私 たちは解剖実習か ら、単 なる人
体 に関す る知識 だけを学ぶのではなく、 それ以上に 「生
と殆 について も深 く#;え る機会 を与 えられた。実習か
ら触発 されζ感 じた ことは一人一人違 うだろうが、あの
実習期間中は誰 もが、人間の一生 を通 しての、生 きると
い うこと、死 ぬとい うことの意味 に対 して真摯な姿勢で
のぞんでいたよ うに思 う。
医学 とい う果て しない道の、丁度門 をくぐった私た ち
を、そのつたな さ、未熟 さも含めて御遺体は常 に暖か く
見守 り、導いてくだ さった。3カ 月にわたる聞、もっと
も近 しい友人で あり、親であ り師で あったと感 じる。生
前の御姿は知 らなくとも、私の中で は一.・個の人格 をもっ
て御遺体は存在 している。 そしてそれは、生 きているこ
とと同義 なので ある。多分私 が御遺体に対 しての記憶 を
なくさない限 り御遺体 は私 とともに生 き続 ける。私が こ
れから医の道 を歩む上で常 に、大 きな戒め となり道標 と
なることであろ う。
私たちはで きるか ぎりの努力と誠意 をもって解剖実習
を行って きた。実習は終 わったが、ここからが私た ちの
またあらた な出発 となる。理解 と信頼をよせていただい
た御遺族の方、生の側 から惜 しみない指導 をして くだ さ
った先生方 に、深い感謝 の念 を禁 じえない。そ して何 よ




去 る9月5印 水ン快 晴 の秋 空 の 下 、学 年 対抗 の体 育 左会
が開 催 され ま した、 ビー ル と コ ンパ 券 を懸 けて 金種iで
激 しい争 い が連続L大 い に盛 り トが り ま した、
各種 目と 各学 年の 成績 は次 の と お りで す.、
(学 生課)











































































解 剖 体 慰 霊 式
「公開講座」好評 を博 し終了
本 年度 の 公開 講 座 「寮 庭 に お け る救急 処 置(救 急 医 療)1
が10月2Hか ら30日 の期 間 に9回 に わた り、実施 され よ
した。
本年 度1.tIlk急蘇 生術 の実 曹 を計 画 した と こ ろ、 市民 の
関 心 がi17tく、昨 年 を ヒ回 る260名 の 中 し込 み があ り、受
講 者 は終 始 熱 心 に聞 き入 り、 好評 の中無 事終 ∫ しま した,
(学 生課)































救 急 蘇 生1
(講義 及び実技)


















教 授 清水 哲也
医学部小児科学講座
教 丁%奥 里予 晃止
医学 部麻酔学講座
教 授 小川 秀道
旭川赤 十字病院
'M酔 建 表 哲 メく
医学部麻酔学講座
教 授 小川 秀道
旭川赤 卜字病院
擁酔耳 表 哲 た
平成2年 度解 剖体 慰霊 式 が 、9「 】19H(水)午 後1時30分
か ら本学 体 育館 にお い て執 り行 われ ま した.
式 に参加 〔.た御遺 族 ・御 来 賓 ・本学 教 職 員 ・学 生 は 、
本学 の 教育 及 び学 術研 究 の た め に尊 い 御遺 体 を提 供 され 、
医 学 整展 の礎 石 と な られた136名(病 理 解 剖58名 、法 医
解 剖46名 、系統 解 剖32名)のr,々 の 御遺 徳 を偲 び御 冥 福

































新 入生 研 修(第2回 日)が10月29H〔 月)・30日 〔火)・n卜1
1HiT1・2日 〔金)にそテわれ ま した、
第1学 年 全員 を8グ1レ ー プ に分 け 、1ゲ ルー ブ に教 屡
2名 〔 ・般 教 育1名 、基礎 ・臨 床1名 〉が指 導 に あた り、
〔め前 期試 験終f後 に おけ る就'γ斗二のF,斉川題 、(2)学 生 生 活










ま ず初 め に、私 の 母国 で あ るバ ング ラデ ィ シ.1と 、私
自 身 につ い て簡 単 に紹 介 した い と思 い ます 、 バ ング ラデ
ィ シュ は イ ン ドの 東 に位 置 して お ります,、バ ング ラデ ィ
シュ の歴 史 は 、 希望 と争 い と 、そ して愛 とでっ づ られ た
ダペ ス トリ イーの よ うな もの で あ る と�zる と思 い ます .1
バ ング ラデ ィシュは1971年 に 、長 い問 の 人 々の夢 で あ ・,
た 独1.を しま した 、,バ ン グラ デ ィシュの 人 々は素 朴 で、
誠 実 で 、 また親 切 で す 。 さら にあ る詩 に うた われ て い る
よ うに 、 バ ン グラデ ィシ コ.の人 々≪.人 々を と り よ くロ
マ ンチ ッ ク な風景 の よ うに、情 緒 的 で あ ると思 い ますII
バ ン グラ デ ィシュ とH本 とは 、 すで に長 年 友好関 係 を結
んで お りま 凱 、
私 はバ ン グラデ ィシー■の ラデ.■シ ャ ヒと い う市 に あ る
ラデ ュ シ ヤヒ医 科 大学 を1988年 に卒 裳 し よ した 、 そ の後
首 都 ダ ッ カの小 児科 病 院 で 勤 務 して い ま した が、基 礎 研
究 に興 味 を持 つ よ うに な り ま した。 そこで 研 究雑 誌 で お
名前 を知 っ て いた安 孫 子先'#に 、手 紙 を 書 き ま した。 安
孫 ア先生 は私 を受 け 入 れて ドさり 、 よた 吏部 省 の奨 学 金
を受 け られ る よ うに して ドさい ま した 、
私 が旭川 に到 着 した 今年1月22LIは 、 と て も寒 い 日で
した、 その 日の 気温 は零 ド25℃ だ った そ うzす,飛 行 機
の窓 か ら見 え る景 色 は白LC、 町 ら しい もの は 金 く見
え ませ んrし た 。私 は大 変驚 き、旭川 での 新 しい生 活 が
メ(変心配 に な りま した 、,しか しその心 配 は杞 憂 に終 わ り
よ した 、,安孫 子 先生 と市原 先`fが 、 空港 まで迎 え に 来て
トさ'って い ま した,,私 は旭 川 ぴ)寒 さに す ぐ慣 れて 、 薬理
学 講 座 で研 究 生 活 を始 め る こ とが で きよ した.今 私 は ラ
ッ トの'じ・臓 を も らいて 、虚1丘レじ・臓 の脂 肪 酸 代謝 につ い ぐ
のIBC礎 実 験 を 重ねて い ます,,ま た い くっ かの抗 狭 心 症 薬
を も ちい て 、虚 血 に よ る脂 肪 酸 代謝 に 及ぼ か薬物 の 作 用
につ い て も 、実、験した い と,思'.)てい よ す、.、
旭 川医 科 大 学 で勉強 す るの にあ た り、私 は 少 しも不便
を感 じて い ませ ん 、 とい い よす の は 、薬 理学 講座 の 方 々
が皆 大変親 切 で、い ろい ろ な而 で私 を助 けC下 さ・)てい
るか らで 弓一。 た だ少 し磯念 に思 い ま す こ とは 、旭 川 医科
大学 に は 、外国 か らの留 学 生 が少 な い こ とで 弓'..も し、
も・りと 多くの留 学 生 が旭 川 医 科 大学 で 勉強 す る よ うに な
れ ば 、 さら に国 際的 なfに なる ので は ない か と思 い ま
弓髄,,
旭川 は 大変 す ば ら しい町 だ とIIい まd,旭 川 は ごみ ご
み と してお らず 、生活 す るの にも勉 強 寸』るの に も た変適
して い る と思 い ます,、 よた私 は 旭川 の 自然 環 境 に も魅 ぜ
ア ブ ・ナ サ ー ル ・エ サ ヌ ル ・ホ ー ク
られ て い ます 特 に旭 岳 の美 しさ に魅 せら れて い ます 、,
私 は時 々薬理 学 教 室 の窓 か ら旭 岳 をながめ ます が 、 ま る
で 私 の友 人の よ うに感 じる こ とが あ り ます1.私 は また 数
回 スキ … を しまLた.も ちろん,ま だそ れ ほど ヒ∫・に滑
れ ません が 、 スキ ーがa-,か り好 き にな り まLた 旭川
で ・番好 き なもの は、雪 とzキ ーで す「/¥年 の 冬 に また
xキ ー を 壷るの を、楽Lみ にLて い ますn
私 は旭 川 で何 人 かの 友 人 とrlll会うこと が で きま した 、,
旭 川 の 人 々は た変 親 切でd人 々の生活 は ・般 に 東洋rl勺
で あ る と 詫 えます その 価 値 観 や死 に対 壷る観念 の根 底
には 、 日本 の神 話 が あ る よ うに思 い ます。 しか し一 ノ∫、
旭川 の人 々の社 会的 、職 業的 な生 活 は大 変 モ ダ ンで す。
私 は旭 川 で親 しい 友 人 に出 会 うこ と がで きて 、 大変 幸ゼ
で す、〕
私 は旭川 医 科 」k学の薬理 学 講座 で 、勉 強 で きるチ ャ ン
スを得 るこ と がで きて 、大 変好 運 だ った と思 い よす 、,今
私 は 、よ い実 験 デー タ が得 られ る よ うに 、べxト をつ く
し て研 究 に励hで い ま 走 、私1ま この 弓』ば ら しい経 験 を、
将 来 バ ン グ ラデ ィ シ コに帰 っ て か ら 、 さら に私 自身 の研
究 のf上事 に反 日央で きま ξ一こ とを 、'じ・から望 んで お り ます.1
犬 蝋








薬 理 学 講 座
1990.121-…1991.3.3!
ノ{ン ク^ラ デ シ1
バ ン ゲ ラデ ン!小 児病 院 研'筑己員(医 師)
鵜 灘
研 究 室 紹 介
■ 法医 学 講座 ■ 福 島 亨
現 在 、教 室 の ス ダ ッフ は石橋 教 授 、福 島 助 手、中 野助
手 、中 大路 事務官 の4名 で あ るが 、福島 、中野 助 手 は共
に 本学 出身 で 升一ム ワー クは 抜 群で 、 和 気蕩 々と した 教
室 である、,
教 室 の研 究 ナ ーマ は① 法 医個 人識"1」学 、② 法医 病f里学
(3)高温 お よび低 温 ドの法 医 形態 学 、④ 骨 の 人獣 鑑 別 学 な
ど がLな ものz.あ 輸 、
法 医個 人識別 学 の 中C'・ 番 力を 入れ て い るの は スー パ
・・イン;Jc‐ ズ法C'あ る,,こ れ は身 許 イ{明の 白骨 死 体 の個
人識 別 に利 用 され るも ので 、該 当者 の生 前 顔写 真 と頭骨
を重 ね 合 わ せて 、r度 顔 面 の レ ン トゲ ン写 真 の よ うな像
を作成 し、 その 合致性 によ ・って特 定個 人 を同定 弓9る方法
で あ る,,こ の両 者 を重 ね 合わ せ る操作 は 、昭 和5Aに 開
発 した電 動式 頭 骨 移動 撮 影装 置で 行 う。 この 装置 を用 い
て 、昭和56年 夕張 で発 生 した 炭坑爆 発 事 故 によ って坑 内
に閉 じ込 め られ、6カ 月後 に搬 出 され た15{',の 坑 内 員 の
個 人識別 を7時 間 余 りで完 了 す るこ と がで きた,今 後 と
も 合致 条件 の研 究 、装 置 の改 良 等 が期 待 され 蔦,
法 医病理 学 に関 す'る研究 は 、病理 部組 織 の 死後 変 化 、
腐 敗 嬰 児死体 の 有 気 、無 気肺 の鑑別 な ど 、従 来組 織学 的
診断 が不 可能 と され て いた 分野 に法 医 学的 な 目 を向 け よ
うとす るも ので あ る、,
高 温 お よ び低温 下の法 医 形態 学 に関 す る研 究 は 、 異常
温 度 下 に お け る生体 お よ び死体 が ど のよ うな影響 を受 け
る か を究明 す る もので あ る。例 え ば 、爆 発 の際 に火焔 が
発生 した か ど うか を毛髪 の 熱 変化 で判 断 し、事 故 の様 相
を究 明 で き鳳 、こ の 芯礎 実験 は昭 和58年 サ ハ リ ン沖 で撃
墜 され た 大韓 航 空機 の遺 体 を解 剖 ・検屍 す る に当 っ て非
常 に役 に立 ・ }た,,
骨 の 人獣 鑑 別学 に関 す る研究 は 、高温 トで 灰 化 、粉 末
状 と な・♪た脆 弱性 が高 度 な骨 か ら ハ ー ヴァ ー ス管 を検 査
書'ること か ら始 め た が、 長期 間 地 卜、土中 、海 中 にあ ・)
た骨 など も対 象 とLて い る。 これ よで に判 って きた こ と
は、 ハ ー ヴ ァー ス管 の構 造 は 高温 、腐敗 、 死 後 長期 間経
過 等 の条 件Fに お いて も意 外 に保 存 されて いて 、 人獣鑑
別 は 比較 的 容 易 に診 断 で きる と い うことで ある,,
その問 、中 大路 事 務 官 は組 織 標 本 作製 を 手伝 い 、 その
他 実験 器具 の 整備 、事 務 、 → ヤツ 作 製等 々研究 活 動 の 裏
方 を熱心 につ とめ て くれ て い る。
なお 、臨 床 講座 の外 来 に相 当 す る鑑 定 業務 は 、'iる成 元
年 に例 を とれ ば 、 司法 解 剖53件 、 臼骨 鑑定8件 、物 体 鑑
定3件 、親f鑑 定1件 、検 屍19件 等 で あ る。
(法 医 学 講座 助 手)
研 究 室 紹 介
■ 皮 膚科 学 講座 ■ 松 本 光 博
昭和51年 メ(河原教 授 の もとで 開 構 され た皮 膚科 学 講座
は 順調 な発展 を続 け 、道北 地 方 の皮 膚 科 の 慕幹 病 院 と し
て び)責任 を はた し てお り ます、,
研究 対 象 は 当初 、 表皮 の生 化 学的 な研 究 、 と りわ け糖
代 謝 系の研 究 が中心 で 、 尋常 性 乾癬 の 糖 代謝 で 裳績 を残
して まい りま した。 昭 和61年 飯塚 教 授 が教室 を ひ きつ が
れ て か らも 、 尋常性 乾癬 が 当教 室 の メ イ ンテ ・・マ で あ る
こ とにか わ りはあ りませhが 、表皮 細 胞 の増 殖 分 化 を よ
り 多岐 にわ た ・,て検 討 司ろ よ うに な ・,てまい り ま した.
飯塚 教授 、松 尾溝 師 、坂11-11カアは 長皮 のAdenyIcy・
claw系 の反 応性 を検 討 して お り、今 まで に も 多数 の 発
長 が あ りま ず,と り わけ飯塚 教授 は現 在 で も 自 ら拭験 管
を ふ る ノ(精 力G勺に研究 鷲 行 ・♪て お り ま 蓼-、、
筒 井助 掴 よ表 皮GTP結 合蛋 白 質び)動態 につ き検 討 を
加 え(む り、新 知 児 も得 られ て お り ます,広 川助 手 は表
皮増 殖糸田ll包にお け るphospholipaseA2、phuspholipasr
C活 性 の 変動 につ い て検 討Lて お り ま す 、,橋 本 助 丑は
fl・川cvlomrl・ry5IIIIい(皮 膚 腫 瘍 や表 皮増 殖 の 動態
に'ついて検 討'してt,り ます 、
高 橋1iヵr・はk学 院 卒 貰後 も遺 伝f二工学fl勺f法 を用 い て 、
第2病 理 学 講座 と 共同 で尋 常性 乾癬 にお け る癌遺 伝rの
発現 につ いfib'し て お り ます、,豊田助 手 も本 年 大学 院
を 卒 貰 した ば か りPす が 、皮 膚肥満 細 胞 に対 す る紫 外線
の 影響 を検 討 す る かた わ ら、第1病 理 学 講座 と 共同で 、
皮 膚 の 癌化 にっ きまして遺 伝7レ ベ ルで 検 討 して おりよす,,
松本 、佐 藤助 手 、小 林研 究 生 は 主 に形態 学 的 な研 究 に
従 事 して お り、蛍 光 抗 体法 、酵 素 抗体 法 、電 顕 、免疫 電
顕 法 を用 い て 臨床 研 究 を 行 うと と もに 、松 本 は抗 慕底 膜
抗体 に 対す るm・n・cl・nal抗 体 の作 製 、小 林 は抗super・
oxidedismutase抗 体 の1斐膚 疾 患 にお ける局 在 につ いて
も率食高引'してしΣま一d,,
最 後 に皮 膚科 独 特 の伝 統 的 な研 究 分野で あ る 真菌感 染
症 につ き ま して は藤 井助 手 が 真菌 の培 養 と同 定 にあ た っ
て お り 北海 道 にt,け る皮 膚 貞菌症 の セ ン タ…的 役割 を
は たLて い ます1.、
当教 室 は1'1,ヒ述 べ よ した よ うに ・貰 して表 皮 細胞 の 分
化 、増 殖 の メカニ ズム を追 及 して きま した が 、最近 は 基
礎 の講 座 の 御協hも い ただ き間 口 を ひろ げ て きて お りま
d'・ 与後 も こ の一が マ を医1,川 ・同 、追 究 し ぐい く[i斤
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2.10.1英 語 外 国 人 教 師
昇 任
し
◎ 二代 川 斉之2,11.1病 理 学 第 一=講座 講 師
任 期 満 了
◎ マーク・ナタン・ウィードンーニューステッド
MarcNathanWeedon-Newstead
2.9.30英 語 外国 人 教 師
スキー教室締切 り迫る
今月10Rで 申 し込み を締切 ります。定 員にまだ余裕が




21大学延ぺ300人 が参加 して開催 された。
本学の弓道部 は団体で3位 と善戦 し、個人でも2年 生の
黒島研美が3位 に入賞 するなど好成績 を残 した。
(学生課)
XXXXXXXXXXXSXXXXX2XXX:XIXXXXXXXXXXX:XXXXXX
沈性卵 と浮性 卵、そ してβ3リセプター
落語の3魑 話めいて恐縮で あるが、蒲焼 でお馴みの鰻
くだ
は身近 な割 に誕に包 まれた魚であ る。鮭 とは逆 に海に降
って産卵す るが産卵場所 がどこなのか永 らく判 らなかっ
た。鰻 は魚であ りなが ら変態 をす る。変態前の仔魚は レ
プ トセファルス(葉 形仔魚)と 呼ばれ、 その名の如 く葉
の様 に扁平で しかも半透明で あり親 とは似 ても似 つかな
い姿を している、 この仔魚 を約30年 にわたって追い続け
たのがデ ンマークのJohannesSchmidtで ある。その
情 熱 と根気 には只 々敬服 するばか りであ るが、彼はっ い
にヨーロッパとアメリカ産鰻の産卵場所がバ ミューダ海
域 である事 をつ きとめたのであ るUH本 の鰻 は宮古島南
方の琉球海溝海域で産卵 すると推測 されている。この仔
魚 は500m以 浅ではほとん ど捕え られていないところか
ら鰻 は深海で産卵す るもの と信 じられている。 とここま
では御存知の方 も多い事 とW.u・われる。 さて ここでも う 一
人の鰻研究者 を御紹介 したい。それは昭和48年 に世界で
初 めて鰻の人T二艀化 に成功 された故北大 名誉教授山本喜
・郎 先生である。当時私 は人学院生 として先生の教室 に
在籍 して居 り、成功 に至 る道程 を垣間見る事が出来 た。
先生 は、鮭 の脳下垂体 を鰻 に注射 して卵 を人為的 に成熟
させ、それを人工受精 によって艀化 させるとい う実験 を
行 ったので あるが、無論様 々な問題 を乗 り越 えねばなら
なかっt,中 でも実験の成否を分 ける事になった点 の一っ
をお話 した い.先 に書いた様 に鰻は深海で産卵すると信
じられているが、 もしそ うなら卵 は鮭の卵の様 な沈性卵
(沈む卵)で あると考えられる。 しか し産れた卵 は何 と
浮性卵(海 面 に浮 く卵)で あったのである。この事は鰻
の産卵場所 は深海ではない事を、又、仮 に深海で産卵 す
るに しても卵発生 が進むのは海面域であろう事 を示 して
いる。 そこで先生 は卵発牛 を起 させ る為の温度 を鰻 の産
卵海域の海面水温 に設定 された。実験 は美事に成功 し、
鰻の稚魚 が初めて人前 に姿 を現 わ したのである。
話は変って、当教室のメインテ ーマと して追 っている
褐色脂肪組織一寒冷馴化峙 に1L進 する非ふるえ熱産生の
場一の機能の主調節因1一は ノルア ドレナリンで あり、そ
の作用経路 は β1ア ドレナージックリセプ ターであると
信 じられている。一方近年脂肪細胞 には β・サブタイプ
のリセプターの存在が示唆 されて いるが、その生理的 な
意義につ いては少 くとも昨 年夏の国際生理学会迄は今一
つ はっ きり していなかった。 ところが先 日神戸で開 かれ
た国際肥満学会に出席 して驚いた事に、この1年 余りの
聞 にこの研究分野での世 界の趨性 は、褐色脂肪細胞への
ノルア ドレナ リンの主作用経路 はNyリ セプターである
とい う方向 に変っていたのであ る。
この全 く関連の ない2つ の事実 が夫 々に示唆 するとこ
ろは多いが、共通 して言えるのは定説 とい うものも常 に
正 しい訳ではないとい う事であろ う。 これは科 学の歴史
が証明 しているところで あるが、先の鰻 の実験 でも、 も
し深海で産卵す るとい う定説に固執 して実験水温 を深海
域 の温度 に設定 していた ら人工卿化成功の栄誉は誰か外
国 の研究者の物 となって いたに違 いない。β・リセプター
の動向 につ いては もう少 し先行 きを見極め る必要 があ る
が、これも定説 を覆す事 になるものと予想 される。予期
しない実験結果が出た時 にそれを生かせるかど うかは、
ひとえに研究者の洞察 力にかかってくるで あろ うが、先
の2つ の体験 に刺激 され、私も今 その背後 に在 る物を読
み取 る為 ネガテ ィブデータを眼 を大きく見開いて見直 し
ているところであ る。
(生理学第 ・講座.講 師)
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